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A）他チームの発表を聞いて参考になった点 

 他チームの発表を聞く中で、特に参考になったのはチーム Variety の発表である。自分

たちのチームでは、自転車や自動車の運転者側の意識不足や、歩いて暮らせる環境が整っ

ていないことを主な問題として捉えていたが、チーム Variety はそれに加えて、子どもへ

の交通教育の不足やルール無視が常態化している現状、さらに道路整備や交通制度が不十

分である点を多角的に指摘していた点が印象的であった。 

 特に、自分の予測で運転してしまうことや、「来ないだろう」という思い込みによる行

動が事故につながるという指摘は、自チームでは十分に深掘りできていなかった視点であ

る。地方都市では交通量が都市部ほど多くないため、油断が生まれやすく、それが事故の

要因になっているという考え方は説得力があった。また、交通事故は個人の不注意だけで

なく、社会全体の仕組みや環境が影響しているという視点は、問題を総合的に捉える上で

非常に参考になった。この発表を通して、交通問題は運転者・歩行者・子ども・道路環境

といった複数の要因が重なり合って発生していることを再認識することができた。 

 

B）地方都市における交通問題を総合的に解決するための考察 

 自分たちのチームでは、地方都市における交通問題の原因として、①自転車や自動車の

事故が多いこと、②歩いて暮らせる環境が整っていないことを挙げていた。具体的には、

スマートフォンを見ながらの運転や、速度超過、疲労による判断力の低下など、運転者側

の意識や行動の問題が大きな原因であると考えていた。これらは日常的に目にする行為で

あり、事故につながる危険性が高いにもかかわらず、十分に問題視されていない現状があ

る。 

 しかし、チーム Variety の発表を踏まえることで、これらに加えて、子どもへの交通教

育の不足、ルールを軽視する意識の蔓延、道路や信号などの交通インフラが十分に整備さ

れていない点も重要な要因であると考えるようになった。特に、子どもは危険を予測する

力が十分でないため、周囲の大人の行動や教育が事故防止に大きく影響するといえる。ま

た、地方都市では歩道や横断歩道が少ない場所も多く、歩行者が安全に移動できる環境が

整っていないことも問題である。 

 これらを踏まえると、地方都市の交通問題は、単に事故件数を減らすことだけを目的と

するのではなく、「誰もが安心して移動できる環境をつくること」が本質的な課題である

といえる。この課題を整理すると、「運転者の安全意識を高めるためには」「子どもを交通

事故から守るためには」「歩行者が安心して移動するためには」「交通ルールを守る社会を

つくるためには」「安全な道路環境を整備するためには」といった複数の視点が必要にな

る。これらを共通して解決するためには、人の意識と環境の両方を改善する視点が重要で
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あると考えた。 

 そこでビジョンとして、「すべての人が安全に、快適に移動できる地方都市の実現」を

設定した。このビジョンを踏まえた解決策として、まず運転者に対しては、交通安全講習

の充実や、スマートフォン使用への厳格な取り締まりを行うことが考えられる。加えて、

地域単位での啓発活動を行い、交通事故の危険性を身近な問題として認識させることも重

要である。 

 次に、子どもに対しては、学校や地域での交通安全教育を強化し、危険を予測する力を

身につけさせることが必要である。実際の道路を想定した体験型の学習を取り入れること

で、より実践的な安全意識を育てることができると考える。また、保護者や地域住民が模

範となる行動を取ることも、子どもの安全意識向上につながる。 

 さらに、歩いて暮らせる環境を整えるためには、横断歩道や歩道の整備、信号の切り替

え時間の見直し、ベンチや休憩スペースの設置など、歩行者目線のまちづくりが必要であ

る。これにより、高齢者や子どもも安心して外出できるようになり、地域全体の安全性や

生活の質の向上が期待できる。 

 一方で、これらの取り組みにはコストや住民の理解といった課題も存在する。そのた

め、行政だけでなく、地域住民や学校が協力し、長期的な視点で継続的に取り組んでいく

ことが重要である。地方都市の交通問題を解決するためには、一人ひとりが当事者意識を

持ち、安全な交通社会の実現を目指すことが求められている。 


